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１．はじめに 

背景差分法は，人や物のみを抽出して映像中

に合成することができる．実際には天気予報や CG
合成などに用いられていることが多い．このように，

物体の抽出には一般的に背景差分法が用いられ

ているため，本研究では背景差分法を用いること

にした． 
本研究では移動物体を「踊っている人物」として

背景差分法により抽出を行い，考察する． 
 
２．背景差分のプログラミングと問題点の改善 

本実験では，Visual Studio の C 言語を用いてビ

ットマップ形式の画像に対するプログラミングを行

い背景差分法の実験を行う．映像の場合はフレー

ムごとにビットマップ形式で画像として保存し，プロ

グラムの実行により生成された画像を再び動画へ

戻すことにした． 
背景差分は，背景と異なる色の部分を抽出する

技術である．従って，画素ごとに背景のみの画像

（背景画像）と人物が加わった画像（対象画像）と

の差分を取り，同じ部分は白で塗りつぶし，異なる

場合は色をそのまま残すことで背景差分が可能で

ある．ただし，色が全く同じになることは実際にはほ

とんど無いため，似た色であれば背景とみなすこと

にした．色差は RGB 値ごとの差の絶対値の和であ

る．予め定めた適当な値Ａと求めた色差を比較し，

背景か否かの判定するプログラムの作成を行う．

RbGbBb を背景画像の RGB 値，RfGfBf を対象画像

の RGB 値とすると次のような式になる． 
 

・色差 
|Rb-Rf| + |Gb-Gf| + |Bb-Bf| 
 

・背景か否かの判定 
|Rb-Rf| + |Gb-Gf| + |Bb-Bf| ＜ Ａ   ・・・背景 
|Rb-Rf| + |Gb-Gf| + |Bb-Bf| ＞ Ａ   ・・・人物 
 
しかし，この方法での背景差分は，背景と人物

の色が近いと人物の抽出が難しくなってしまう問題

が生じる．そこで撮影環境や服装に注目し，この問

題点を改善することにした． 
① 背景は白一色 
② 服装は背景意外の色で肌はなるべく出さない 
 この環境(図 1)で撮影を行い，実験を進めた． 
 

 
図 1. 撮影環境 

 
３．結 果 

約 8 秒の動画をビットマップ形式で保存したとこ

ろ，248 枚のフレームになった．これらの画像を作

成したプログラムにより読み込み実行すると，図 2
のように人物の抽出ができた状態で保存された． 

 

 
図 2. プログラムの実行結果 

 
これらの画像を再び動画へ戻し再生することが

できた． 
 

４．結 論 
肌の色は光の当たり方によって白に近づく場合

があるため，肌が見えている手を綺麗に抽出するこ

とは難しい．また，ライトを点けている場合は影や光

の影響で，抽出しにくくなってしまう．背景と人物の

色が似ていないほど，はっきりと人物の抽出ができ

ることが判明した．  
 
５．今後の発展 

踊りの全体的なイメージを湧かすために，舞台を

背景として背景差分で抽出した人物を合成したい． 

今回の研究でライトを点けているときにうまく抽出で

きないことが判明したので，その対処法も考案した

い． 
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